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　2012 年 12 月、International Data Corporation（以
下、IDC）は、全デジタルデ ターの世界（デジタルユニバー
スとしており、以下 DUと略す）のサイズを推定した報
告書1）を発表した。この調査は、EMCコーポレ シーョン
の後援によりIDC が 2007 年から年 1 回実施しており今
回が 6 回目にあたる。報告書では、過去および将来に
わたって生成・複製・消費されるデ ター量、種類ほかが
記載されている。以下、特徴的な記述を抜粋して示す。
①データ量
　2012 年に生成・複製されるデ ター量は、2.8 ZB（ゼ
タバイト：ゼタは 10 の 21 乗）に達し、2005 年から2020
年までに、0.13 ZB から40 ZB へと300 倍に増加すると
予想している。これは 2011 年の調査での予想を14%
上回っている。そして、2012 年から2020 年までにはデー
タ量が 2 年ごとにほぼ倍増するとしている。
　デ ター量の伸びは、先進国市場より新興市場で急激
に上昇する。DU における新興市場の割合は、2012 年
には 36% に至り、2020 年には 62% に達するとしている。
特に中国での伸びが大きく2020 年には中国だけで DU
全体の約 1/5 になるとしている。
②データ種類
　DU の大部分（2012 年では 68%）は、消費者によっ
て生成され消費されるものである。また、マシンが生成
したデ ターが DU の拡大に大きく影響を及ぼし、DU に
占める割合は 2005 年の 11% から2020 年には 40% に
もなるとしている。別の観点での言及として、DU 内で
は個人が生成する情報量（例えば、ドキュメントの作成、
写真撮影等）に比べ、「個人に関する」情報量がかな
り上回るともある。
③価値を内包するデータの割合
　2020 年までに DU の 33% 相当は分析したら価値が
ある情報を内包すると見積もっている。しかし、実状
をみると、2012 年ではタグ付け（分析用の付加情報の
付与）されて分析されたら有益である割合は 23% とし
ているが、タグ付けされたデータ割合は全体の約 3%
だけしかなく、分析されているデータの割合は同 0.5%
と少ない。
④データのプロテクションとセキュリティ
　DU 内でプロテクションを必要とするデ ターの割合は、
2010 年には 1/3 以下であるが 2020 年には 40% 以上
と増加する。また、実状はプロテクションが必要な情報
の約半分だけがプロテクションされているだけで、改善
はあるとしても、2020 年までにはそうしたプロテクションさ
れないデ ター量は 26 倍の増加になるとしている。また、
新興市場は成熟市場に比べてプロテクションの水準が
低いともある。
　物理的な世界のある1 か所で生成されたデ ターは容
易に他の場所でも見ることができるため、どこかでプライ
バシー保護漏れなどが起こると大きな問題に発展する。
そのため、デ ターに関係するすべての国々が責任を共
有すべきであるとしている。
　現在、ビッグデ ターの研究開発が欧米をはじめとして
盛んに進められている。その背景には、これまで活用さ
れていなかった膨大なデジタルデ ターの中から有意な情
報を抽出し、「価値の創出」を図ろうとする動きがある2）。
価値を引き出すために対処すべき課題として、プライバ
シーやセキュリティを挙げている報告は多い3）。今回の
報告書は、デ ターの増加に追随できていない課題が著
しく増加していることを明らかにしている。現在注目され
ている医療情報をはじめとした今後のビッグデ ター活用に
向けた取組みにおいて留意すべき諸点である。
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